それの ように 結ばれて いた。 —— 『お 女中』 と 商人 は 

女に 近寄って 声をかけた —— 『お 女中、 そんなに お 泣 

きな さるな— 何が お困りな のか、 私に 仰し やい。 

その上で お助け をす る 道が あれば、 喜んでお 助け 申し 

ましょう』 (実際、 男 は 自分の 云った 通りの 事 をす る 積 

りであった。 何と なれば、 この 人 は 非常に 深切な 人で 

あつたから。) しかし 女 は 泣き 続けて いた —— その 長 

い 一 方の 袖 を 以て 商人に 顔 を 隠して。 『お 女中』 と 出 

来る 限り やさしく 商人 は 再び 云った 『どうぞ、 ど 

ぅぞ、 私 の 言葉 を 聴 いて 下さい— こ， J は 夜 若 い 御 

婦人な どの 居るべき 場処 ではありません！ 御 頼み 申 



一目散に 紀国坂 を かけ 登った。 自分の 前 はすべ て 真 

暗で 何もない 空虚であった。 振り返って みる 勇気 もな 

くて、 ただ ひた 走りに 走りつ づけた 挙句、 ようよう 遥 

か 遠くに、 蛍火の 光って いるよう に 見える 提灯 を 見つ 

みちばた 

けて、 その 方に 向って 行った。 それ は 道 側に 屋台 を 下 

していた 売り歩く 蔷麦屋 の 提灯に 過ぎな い 事が 解 つ た。 

しかし どんな 明かりで も、 どんな 人間の 仲間で も、 以 

上の ような 事に 遇った 後に は、 結構であった。 商人 は 

薔麦 売りの 足下に 身 を 投げ倒して 声 を あげた 『ああ！ 

—— ああ"： —— ああ※ 〔# 感嘆符 三つ、 231-2』 …… 

『これ！ これ！』 と 蒿麦屋 は あらあらしく 叫んだ 『こ 
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ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「或る 丄 ある 此処 丄 ここ 此丄 この 其 ふその 只 

丄 ただ 一寸 ふちよ つと て 居る ふている 見る ふみ 

る 若しくは 丄 もしくは」 
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